
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業
で
あ
れ
ば
、
連

結
決
算
、
財
務
・
管
理
会
計
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
す
で
に
確

立
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
務
管
理
シ

ス
テ
ム
と
決
済
・
銀
行
シ
ス
テ
ム
と
を
標
準
的
な
手
法
で
統
合

し
た
、本
格
的
な
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
る
企
業
と
な
る
と
、

欧
米
企
業
を
含
め
て
も
そ
う
多
く
は
な
い
。

だ
が
E
R
P
・
T
M
S（
注
一
）
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し

て
グ
ル
ー
プ
全
体
の
流
動
性
を
管
理
す
る
だ
け
で
な
く
、
決

済
・
銀
行
シ
ス
テ
ム
と
の
接
続
を
標
準
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
す

で
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
よ
う

に
、
標
準
化
・
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
す

る
こ
と
で
、SW

IF
T
N
et

を
企
業
が
直
接
利
用
す
る
こ
と
が

そ
の
手
法
で
あ
る
。

具
体
的
に
、
高
い
投
資
効
率
を
あ
げ
た
G
E
社
、ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
さ
ら
に
本
誌
が
出
版

さ
れ
る
こ
ろ
に
は
公
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
某
日
系
大
企

業
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
企
業
が
本
格
的
な
グ
ロ
ー

バ
ル
財
務
管
理
体
制
を
構
築
す
る
う
え
で
大
い
に
参
考
に
な

る
だ
ろ
う
。

各
社
の
ケ
ー
ス
で
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
内
部
統
制

を
強
く
求
め
ら
れ
る
昨
今
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
方
法
と
し
てS

W
IF
T
N
et

を
選
択

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
以
下
の
要
件
に
基

づ
い
て
い
る
。

●
複
数
の
銀
行
取
引
を
一
つ
の
統
一
的
手
段
で
管
理
す
る
。

●
標
準（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
）に
重
点
を
置
き
、
S

T
P
化
（
注
二
）
を
達
成
す
る
。

●
グ
ル
ー
プ
会
社
各
社
の
口
座
推
移
を
集
中
し
て
管
理
で
き

る
体
制
を
達
成
す
る
。

●
市
場
取
引
を
集
中
、
各
地
域
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
の
動
向
を
本

部
で
集
中
管
理
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
。

●
単
一
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
拡
張
性
・
将
来

性
を
確
保
す
る
。

S
W
IF
T
N
et

で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
確
立
さ
れ
た
標
準

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
いA

v
ailab

ility

（
九
九
・

九
九
％
以
上
の
可
用
性
）、
厳
格
な
資
格
審
査
、
ク
ロ
ー
ズ
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
な
が
ら
I
P
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と

し
た
柔
軟
な
利
用
形
態
、
利
用
規
模
に
合
わ
せ
た
拡
張
性
、

強
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
提
供
し
て
お
り
、
前
述
の
要
件
を
充

足
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

G
E
、
四
〇
〇
％
の
R
O
I
を
達
成

（
二
〇
〇
五
年
同
社
発
表
よ
り
）

G
E
社
は
、SW

IF
T
N
et

を
採
用
す
る（
事
業
法
人
と
し

て
S
W
I
F
T
に
加
盟
（
注
三
）
す
る
）以
前
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社

全
体
で
世
界
の
約
二
〇
〇
行
に
約
二
万
口
座
の
取
引
を
持

ち
、
非
常
に
多
く
の
各
銀
行
か
ら
提
供
さ
れ
る
異
な
っ
た
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
た（
接
続
方
法
・
画
面
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
・

バ
ー
ジ
ョ
ン
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
）。

そ
の
た
め
、
効
率
性
・
将
来
性
・
拡
張
性
・
安
全
性
の
多
面
的

な
分
析
か
ら
、SW

IF
T
N
et

を
採
用
す
る
と
い
う
結
論
に
至

っ
た
。

特
に
効
率
性
と
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
観
点
で
は
、
高
コ
ス
ト

分
野
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
た
E
D
I
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
へ
の
マ

ッ
ピ
ン
グ
と
そ
の
保
守
、
厳
格
な
基
準
の
災
害
対
策
と
演
習
、

高
額
の
至
急
グ
ル
ー
プ
内
付
け
替
え
決
済
結
果
の
照
査
な
ど

が
、
標
準
的
な
手
法
で
解
決
で
き
る
と
判
断
し
た
。
さ
ら
に

透
明
性
の
高
い
決
済
イ
ン
フ
ラ
を
グ
ル
ー
プ
内
に
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ベ
イ
ン
ズ
・
オ
ク
ス
レ
ー
法
へ
の
対
応
に
も

質
的
な
向
上
が
見
ら
れ
た
。

独
立
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
調
査
結
果
で
は
、

通
信
障
害
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
年
五
〇
回
か
ら
ゼ
ロ
に
、
三

八
種
類
の
別
々
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
が
一
つ
に
、
財
務
部
門
の

人
員
を
増
加
す
る
こ
と
な
く
効
率
が
三
一
％
増
加
す
る

な
ど
、
数
多
く
の
目
ざ
ま
し
い
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
保
守
、
照
査
な
ど
の
保
守
人
員
費

用
の
削
減
効
果
、
ア
イ
ド
ル
マ
ネ
ー
の
削
減
に
よ
る
運
転
資

金
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
非
常
に
大
き
な
効
果
が
出
て

い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
総
合
的
評
価
で
は
、
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グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
注
目
す
る

財
務
管
理
ツ
ー
ル

ー
デ
フ
ァ
ク
ト
・ツ
ー
ル
と
し
て
のSW

IF
T
N
et

T
E

C
H

N
O

L
O

G
Y

W
A

T
C

H

テ ク ノ ロ ジ ー ・ ウ ォ ッ チ

吉
見
亨

ス
イ
フ
ト
ジ
ャ
パ
ン
バ
イ
ス
・
プ
レ
ジ
テ
ン
ト



S
W
IF
T
N
et

の
利
用
に
よ
り
G
E
の
所
要
運
転
資
金
の
半

分
の
調
達
コ
ス
ト
の
〇
・
一
％
を
引
き
下
げ
る
の
に
相
当
す

る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、SW

IF
T
N
et

対
応
に
要
す
る
初

期
投
資
＋
年
間
費
用
の
投
資
効

果
は
四
〇
〇
％
と
計
算
さ
れ
た
。

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、S

W
IF
T

N
e
t

の
利
用
を
決
定
。
世
界

の
一
、
二
〇
〇
銀
行
口
座
の

取
引
を
統
括
管
理

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
発
表
に
よ
る

と
、
本
年
一
二
月
よ
り
企
業
統

治
の
観
点
、
業
務
効
率
向
上
の

観
点
か
らS

W
IF
T
N
et

に
接
続

開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ

れ
は
、
シ
ス
テ
ム
的
に
は
財
務
部

門
で
利
用
し
て
い
る
S
A
P
R
／

3
の
C
F
M
モ
ジ
ュ
ー
ル（corporate

finance
m
anagem

ent
m
odule

）

とS
W
IF
T
N
et

を
つ
な
ぐ
こ
と

に
よ
り
、
財
務
取
引
の
標
準
化

を
図
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
S

A
P

C
F
M
の
活
用
に
よ
り
決

済
管
理
を
集
中
的
に
実
施
す
る

体
制
を
作
り
上
げ
る
計
画
で
あ

る
。同

社
の
製
品
で
あ
る
、

M
icrosoft

B
izT
alk

®

や
、

M
icrosoft

O
ffice

InfoP
ath

®

、

同S
h
areP

oin
t

®

を
活
用
し
、

S
W
IF
T
N
et

と
シ
ー
ム
レ
ス
な
結
合
を
実
現
す
る
こ
と
も
計

画
し
て
い
る
。

同
社
と
S
W
I
F
T
は
戦
略
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
特
に

X
M
L
標
準
の
有
効
活
用
を
通
じ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

に
努
め
て
お
り
、
今
後
の
成
果
が
注
目
さ
れ
る
。

本
邦
企
業
も
S
W
I
F
T
利
用
が
ス
タ
ー
ト

現
時
点
で
は
仮
に
A
社
と
す
る
が
、
A
社
で
は
前
述
G
E

と
比
べ
て
遜
色
な
い
規
模
で
S
W
I
F
T
へ
の
加
盟
と

S
W
IF
T
N
et

の
利
用
を
決
定
し
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い

る
。E

R
P
を
導
入
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
財
務
管
理
を
強
化
す

る
た
め
、
T
M
S
の
導
入
と
同
時
にS

W
IF
T
N
et

の
利
用
を

図
っ
て
い
る
。
前
述
の
G
E
や
B
P
、F

ran
ce
T
elecom

、

L
ouis

V
uitton

、Cargil

な
ど
と
同
様
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
・
カ
ウ

ン
タ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
と
し
て
の
S
W
I
F
T
参
加
お
よ
び
M
A
ー

C
U
G
へ
の
参
加
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
会
社
各
社

の
銀
行
取
引
情
報
の
集
約
、
市
場
取
引
の
集
中
管
理
、
グ
ル

ー
プ
内
外
の
資
金
決
済
の
集
中
化
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

S
W
IF
T
N
et

の
利
用
が
標
準
化
・
効
率
化
・
内
部
統
制
・
拡

張
性
の
観
点
か
ら
有
益
で
あ
る
と
判
断
し
た
結
果
で
あ
る
。

当
社
はS

W
IF
T
N
et

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
個
別
資

金
決
済
を
行
う
F
I
N
と
呼
ば
れ
る
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ

る
指
示
に
加
え
、
汎
用
的
フ
ァ
イ
ル
転
送
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

F
ileA
ct

、フ
ァ
イ
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

E
R
P
／
T
M
S
と
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
統
合
を
目
指
し
て
い
る
。

最
後
に

前
述
の
ケ
ー
ス
以
外
に
も
、フ
ラ
ン
ス
の
鉄
鋼
大
手
で
あ
る

A
rcelor

の
ケ
ー
ス
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
R
O
I
が
六
〇
〇
％

と
算
定
さ
れ
る
な
ど
、SW

IF
T
N
et

利
用
の
効
果
が
実
証

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。
世
界
全
体
で
は
S
W
I

F
T
を
な
ん
ら
か
の
形
で
利
用
す
る
企
業
は
二
〇
〇
五
年
上

半
期
で
六
六
に
上
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
四
年
前
の
六
倍
と
な
っ

て
い
る
。
効
率
性
・
拡
張
性
と
内
部
統
制
の
強
化
と
い
う
必

ず
し
も
同
一
の
ベ
ク
ト
ル
で
図
れ
な
い
要
件
を
同
時
に
達
成

す
る
こ
と
が
可
能
なS

W
IF
T
N
et

は
、
事
業
法
人
の
財
務

管
理
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、S
W
I
F
T
で
は
、
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
・
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー

テ
ィ
な
い
し
M
A
ー
C
U
G
の
参
加
者
と
い
う
既
存
の
参
加
形

態
を
拡
張
す
る
検
討
を
世
界
の
代
表
的
な
銀
行
の
有
識
者

グ
ル
ー
プ
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
は
年
次

総
会
の
承
認
を
経
て
新
し
い
参
加
モ
デ
ル
を
提
唱
す
る
こ
と

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

（
注
一
）T

reasury
M
anagem

ent
S
ystem

の
略
。
キ
ャ
ッ
シ
ュフ
ロ
ー
や
外

貨
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
フ
ロ
ー
を
統
合
的
に
管
理
し
、
市
場
デ
ー
タ
と
照
ら
し
合
わ
せ

て（
主
に
）市
場
取
引
の
意
思
決
定
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
ほ
か
、
締
結
し
た
取
引
や

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
価
格
変
動
リ
ス
ク
や
信
用
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
リ
ス
ク
管

理
シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
。
製
品
に
よ
っ
て
は
、リ
ス
ク
管
理
シ
ス
テ
ム

を
包
含
し
た
も
の
も
存
在
す
る
。
通
常
E
R
P
の
シ
ス
テ
ム
と
連
動
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
買
掛
け
・
売
掛
け
金
な
ど
の
企
業
の
業
務
活
動
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュフ
ロ
ー

を
反
映
さ
せ
る
ほ
か
、
投
融
資
・
調
達
な
ど
全
体
の
キ
ャ
ッ
シ
ュフ
ロ
ー
を
多
通
貨

に
わ
た
り
統
合
的
に
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
。

（
注
二
）S

traight
T
hrough

P
rocessing

の
略
。
人
手
を
介
さ
ず（
決
済
）

取
引
をend-to-end

で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
に
よ
り
自
動
化
す
る
こ
と
に
よ
り

効
率
を
高
め
る
こ
と
。

（
注
三
）
S
W
I
F
T
は
も
っ
ぱ
ら
金
融
機
関
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
各
種
の
参
加
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
事
業
法
人
が
直
接
利

用
す
る
た
め
に
は
、
①
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ティ
と
し
て
参
加
す
る
か
、
②

メ
ン
バ
ー
が
管
理
す
る
C
U
G（
M
A
ー
C
U
G
ク
ロ
ー
ズ
ユ
ー
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
）の
参
加

者
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
二
つ
の
方
法
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
G
E
の
ケ
ー
ス
で
も

あ
る
よ
う
に
、
多
国
籍
企
業
の
財
務
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
場
合
、
①

お
よ
び
②
の
両
方
の
基
準
で
参
加
し
てS

W
IF
T
N
et

を
利
用
す
る
傾
向
が
強
い
。

お
問
合
せ
先
はS

W
IFT

Japan

〇
三-

五
二
二
三-

七
四
〇
九

torhu.yoshim
i@

sw
ift.com

。
ま
た
、http

:
//w

w
w

.
sw

ift.
com

/

index.
cfm

?
item

_id=57384

で
は
世
界
中
の
各
銀
行
の
M
A-

C
U
G
に
関

す
る
連
絡
先
を
公
開
し
て
い
る
。
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GE Web Cash

ERPなど業務システム
取引発生� 明細集約�

標準的なシステムに統合することにより、SWIFTNetを通じてGEの財務部門では品質の向上、�
透明性・可用性・拡張性を確保した。�

支払準備� 決済� 照査� 報告分析�

ERP 独自システム� SWIFTまたは�
銀行システム�

SWIFT、�
Fedwire Crest

SWIFT�
銀行システムなど�

独自システムまたは�
ERP�
�

主力行�

経由銀行� 非主力行�

�
よりリアルタイムに近づくシステム�
●統一的なシステムにより、USに
おける資金ポジションはより正確・
迅速に把握できるようになった。�
●一つのシステムによってこれまで
時間に追われていた取引の管理が
シンプルかつタイムリーになった。�
●日中ODが削減できた。�
�
�
GEの財務部門は拡張性のあるシ
ステムを獲得した。SWIFTNet
によりGEは取引量の増加、取引
先の増加、新規投資（M&A）に対
しても自信を持って標準的な手
続きで対応できるようになった。�

拡張性のあるシステム�

拡張性と処理能力�

●よりスムースなデータの流れと標準化


